
岩
手

業種  化学工業
代表者  石川公一郎氏［代表取締役］
所在地  岩手県紫波郡矢巾町流通センター南3-8-1
TEL.  019-677-7060
FAX.  019-637-3190
WEB  http://xion.co.jp

2003年９月創業。主力商品である木材専用の国
産自然塗料「U-OIL」の開発に2007年から着手し、
2012年に商品化。2017年から「木守り専科」シ
リーズを展開し、2019年ラグビーワ
ールドカップ会場の釜石鵜住居復興
スタジアムにも採用。さらなる品質
向上、ラインアップ拡充に取り組む。

株式会社シオン

復興五輪

常識を打ち破る発想で開いた活路
岩手から世界へ自然塗料を届ける

01

代表取締役の石川公一郎氏（中央）と従業員

時流に合わせ、耐久性を
より重視した新商品を次々と開発

Summary

他社との差別化を図るため
安全性とカラーラインアップを強化

ターンの末、木材塗料事業者を
継承する形でシオンを創業

18



株式会社シオン代表取締役の石
川公一郎氏は東京都出身だが、祖
父の代までは岩手県水沢市（現奥
州市）で事業を展開していた。大
学卒業後、日本石油株式会社（現
JXTGエネルギー株式会社）に就職
したが、ビジネスマンとして働く
うちに「自分は何者で、何をなすべ
きか」を考えるようになったという。
そんな思いに突き動かされ、各地
を一人旅するようになると分かっ
たことがあった。「どうやら自分は
東北人の気質らしく、その中でも
祖父が暮らしていた岩手の水が合
うことに気付きました。そして漠
然とですが、岩手の町を良くする
コンサルタントになりたい、と考
えるようになったのです」。
退職を決意し、岩手県へのU

ターン・Iターン就職説明会に参
加。1995年７月、フランチャイズ
チェーンを運営する株式会社みち
のくジャパンに入社する。「当初の
仕事はJASDAQに株式上場させ
ることでした。その仕事をする中
で、自分の進む道が見えていった
ような気がします」。
2000年４月にみちのくジャパ

ンを辞し、コンピューターシステ
ムの開発・販売を行う株式会社ワ
イズマン（盛岡市）を経て2002年、
公益財団法人いわて産業振興セン

ターで起業支援スタッフの職に就
いた。そこで石川氏は、2000年に
発足した木材用自然塗料を製造す
る株式会社ナパスジャパンを支援
することになる。しかし、ナパス
ジャパンの商品は想定通りには販
売が伸びず、経営が破綻する。不
幸な出来事だったが、それがシオ
ンの立ち上げにつながる。
「天然素材を原料とする木材用自
然塗料にどれほどの市場価値があ
るのか、このときはまだよく分かっ
ていませんでしたが、森林県であ
る岩手で木材を扱う事業にはとて
も魅力を感じていました。それで
ナパスジャパンの事業を承継する
形で、2003年９月、江刺市（現奥
州市）でシオンを立ち上げました」。

創業したものの、そう簡単には
軌道に乗らなかった。「開発した商
品がまったくといっていいほど売
れず、大苦戦。自然塗料だけでは
やっていけないと住宅建築も手掛
けたのですが、想定する成果は出
ず、１年でやめました」。債務が膨
らみ、岩手銀行から借り入れること
で返済。銀行の要請もあって2006
年２月、会社を現在の矢

や

巾
はば

町に移
す。江刺時代の社員は全員退職し、
矢巾町で新たに２人を採用すると
ともに、規模を縮小して、新天地
での再スタートとなった。
苦しい判断だったが、ここから
徐々に社運が上向く。一つのポイ
ントとなったのは、これまでの常
識から離れ、新たな発想で木材用
塗料と向き合ったことだ。「従来の
塗料はシンナー臭くて、色も茶系
の数種類しか無く、屋外で使用す

「自分は何者か」探った末
決めた岩手県への移住

事業承継でシオンを設立
逆転の発想で「U-OIL」商品化

公益財団法人いわて産業振興センター
1971年、岩手県内の中小企業の設備
近代化推進のために発足。現在は被災
中小企業施設・設備整備支援事業や、
企業の人材育成研修などを中心にさま
ざまな支援を行っている。

2030年

復興への歩み

［U-OIL、木守り専科の出荷数（kL）］
※4～翌3月

13,000

2011年
●3月 停電解消とともに事業再開
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［SDGs］2030年に向けて

10社を傘下に持つホールディング会
社を創設。10億円の売上高を目指し、
地域経済活性化に寄与する「100年貢
献カンパニー」の土台をつくる。

「社員のHappy」を大切に
100年貢献カンパニーの礎つくる

【目指していくゴール】

●3月 「U-OIL」の完成と市場導入
2012年

9,000

2013年

12,000

●10月 「U-OILハード」を開発
2014年

12,000

●1月 公的機関で屋外での耐久試験に
 合格し、「U-OILハード」を発売
●3月 「結の場」に参画し
 「大型ロビーチェア」の製作に協力

2015年

15,000

●1月 「U-OILスーパーハード」を商品化
●7月 新国立競技場の木製椅子の
 塗料として提案のチャンスを得る

2016年

18,000

●10月 「木守り専科（防炎）」・「木守り専科（耐候）」
 をそれぞれ市場投入

2017年

19,000

●7月 「木守り専科（防火）」の開発に着手
2018年

23,000

●「木守り専科（防火）」商品化予定
2020年

25,000（見込み）

●釜石鵜住居復興スタジアムに
　「木守り専科（耐候）」が採用される

2019年

24,000（見込み）

19



ると何年もしないうちに剝げてく
る。自然塗料に関しても、顧客満
足度の低い商品があふれていまし
た。そこで考えたのは、既存のも
のよりも圧倒的に安全性が高いも
のを作ろうということ。そして、色
にバリエーションを持たせようと
いうことでした。そうして始めた
のが、短所の少ない『国産の自然
塗料』の開発でした」。
2007年から取り組んだ国産自
然塗料が2012年に完成。「U-OIL」
という名称で市場投入を果たす。
主成分は食用にも使われる亜麻仁
油。当初はスタンダード（屋内専
用）だけだったが、ハード（屋内・
屋外共用）、スーパーハード（屋外
専用）も商品化。現在、スタンダー
ドは35色、ハード、スーパーハー
ドは66色という幅広い色展開をし
ている。他社製品と比べ値段は高

いが、その品質の高さとバリエー
ションの豊富さが評価され、市場
での存在感は大きい。
「一般的にメーカーというのは『少
品種大量生産』で効率良くビジネ
スを展開しようとしますが、シオ
ンがやっているのはその逆、『多品
種少量生産』です」と石川氏が言
う通り、シオンほどの色種をそろ
える競合他社は無い。注文を受け
てから製造し、要望に合わせて最
小170㏄の小ロットで販売してい
るのもシオンならでは。「大規模発
注でなくても好みの塗料が手に入
る」と顧客からは喜びの声が届くが、
メーカー側にもメリットはある。少
量の受注生産方式のため、多くの
メーカーが頭を悩ませる在庫の問
題がないのだ。

各既存製品のブラッシュアップ
を行いつつも、事業の幅を広げる
ために、時代の潮流に合わせた新
製品開発にも積極的だ。屋内・屋
外共用塗料「U-OILハード」の耐候
性の高さが評価され、新国立競技

場の木製椅子に使う塗料としてプ
レゼンテーションの機会を得た。加
えて、神宮外苑の木製ジャングル
ジム火災事故を受け、耐久性がよ
り高く、塗るだけで木材を燃えに
くくする新塗料の開発を進めるこ
とになる。
2016年11月ごろに仕様が固ま

り、2017年４月から１年間、東経
連ビジネスセンターの支援を受け、
「木守り専科（防炎）」 「木守り専科
（耐候）」を開発。10月に市場導入
を行った。新国立競技場での採用
はならなかったものの、2019年ラ
グビーワールドカップ会場となっ
た釜石鵜

うの

住
すま

居
い

復興スタジアム（釜
石市）には「木守り専科（耐候）」が
木製椅子の塗料として使われた。
2018年からは「木守り専科（防
炎）」を上回る耐火性能を持つ、「木
守り専科（防火）」の開発に着手。い
わて産学連携推進協議会からの助
成を受けながら、2020年夏には新
商品として発売する見込みだ。
販路拡大にも注力している。自
然塗料に理解の深い欧米圏はもと
より、中国、韓国といった東アジア
にも目を向けている。欧米は石川

新製品開発にも意欲的
海外進出も視野に入れる

1

「U-OIL」
亜麻仁油、天然顔料などの自然素材を
用いた木材用の自然塗料。安全性が高
く、女性や子どもも安心して利用できる。
優れた乾燥性で施工しやすく、臭いも
極めて少ないのが特徴。

岩
手

2

3 4
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「木守り専科（防炎）（耐候）」
「防炎」は植物油をベースにホウ酸系防
炎成分を配合し、高い防炎効果を生み
出す。「耐候」はフッ素系樹脂と高UV
カット剤を配合し、屋外で約８年にわた
り色落ちしにくい耐候性を誇る。

氏が受け持ち、東アジアは取締役
事業統括部長の藤田悠氏が担当す
る。「言語習得にも取り組んでいま
す。直接話せるというのはビジネ
スの世界で大事なことなので、が
んばっています」と藤田氏も意気込
み十分だ。

石川氏が掲げるシオンの経営
理念は「木と塗料に関わる仕事で、
『社員・顧客・社会』をHappyに」。
まずは社員に対して、「個を生かす」
「仕事を楽しめる」「報酬が高い」
「安心して働ける」の４つを実現す
ると決めている。「お客さまとじか
に接するのは社員ですので、会社
の社員に対する接し方が良ければ、
社員もお客さまと正しく向き合っ
てくれるはずです」。社員のHappy

が顧客のHappyにつながるという
考えだ。
そして社会をHappyにする取り
組みとして、地域の人材育成、自
然環境の育成、福祉活動への協力
を挙げる。「すべては人。今後も地
域が豊かであるために必要な人材
を育てることに取り組みたいと考
えています」。
10年後のビジョンとして、「10
社を傘下に持つホールディング会
社を設立すること」を掲げる。シオ
ンも傘下の一つとなり、後継者は
藤田氏が内定している。売上高は
１社数千万円から３億円程度を想

定。10社で10億円程度を達成する
ことを思い描く。「かつてコンサル
ティングの仕事をしていたときは
経営者という立場の経験がなかっ
たので、今思えばうわべだけの『口
だけコンサル』の典型だったと思
います」と石川氏は省みる。「今は
メーカーの代表としての実績があ
ります。ホールディング会社がで
きた暁には、この経験を生かして
企業メンターとしての仕事をした
い」。将来へ続く「100年貢献カン
パニー」として、岩手から国内にと
どまらず世界を相手に事業を展開
し、地域活性化に貢献していく。

“人材ファースト”の理念で
地域に貢献する企業目指す

1シオンの主力商品である「U-OIL」。安全性の高さと、カラーバリエーションの豊富さが多くの顧客
をつかむ
2「U-OIL」には木材用の塗料としては珍しい鮮やかなブルーや淡いピンクなど、全66色がラインアップ
345工場内には塗料を作るための薬品が所狭しと並ぶ
6「『U-OIL』を通して木の魅力をもっと多くの人に知ってもらいたい。そして、木を通じて生活に笑
顔を届けたい」と語る石川氏
7「お客さまがどのような目的・環境で使用するのかを理解し、最適なものを提案することを大切にし
ています」と語る取締役事業統括部長の藤田氏
8社内には「100年貢献カンパニー」のビジョンが掲げられ、社員一同、共通の意識を持って事業に
臨んでいる
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8

常識をひっくり返す発想で、
顧客の「困ったな」を解決！
最初の製品が売れない逆境時に、

顧客の「困ったな」に立ち戻り、常
識から離れることができたのがポイ
ント！ 新しい製品コンセプトと多品種
少量の生産体制のもとで、経営の好
循環を生み出しました。

成功のポイント
顧客の持つ常識を変え
東アジアでも需要開拓
欧米圏だけでなく、東アジアでの
販路拡大にも果敢に挑戦中。中国
や韓国の顧客の持っている常識を
変える力が、当社にはありそうです。
国際的な挑戦は、社内人材育成の
場ともなっています。

期待するポイント

監修委員によるコメントと評価 額田春華氏
監修委員
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宮
城

業種  農業
代表者  大坪征一氏［代表取締役］
所在地  宮城県亘理郡山元町山寺字東泥沼67-10
TEL.  0223-35-7208
FAX.  0223-35-7209
WEB  http://shibahu.ec-net.jp/wordpress

代表取締役の大坪征一氏が東日本大震災で壊滅
的な被害を受けた故郷の様子を見て、地域再興の
ため新産業創出に取り組むことを決意し、2013年
に設立。栽培した芝生は宮城スタジ
アムや愛知県の豊田スタジアムなど、
国際大会が行われる競技場に納入さ
れている。

東日本復興芝生生産事業株式会社

復興五輪

くじけない心はラグビーで学んだ
宮城スタジアムに復興芝生納入

02

復興芝生の生産圃
ほ
場
じょう
で作業の状況を確認する

山元作業所長の山口武氏（右）

地域を支える事業へと拡大図る

Summary

「復興芝生」の生産開始
国際大会の会場へ納入

東日本大震災による被害を受け
新事業創出を決意
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［SDGs］2030年に向けて

「復興芝生」の生みの親である東
日本復興芝生生産事業株式会社代
表取締役の大坪征一氏。会社を立
ち上げたのは2013年、73歳のとき
だ。現在は79歳となる大坪氏に事
業立ち上げまでの道のりを聞いた。
大坪氏は元々、仙台市若林区に

あるスポーツ施設の設計・施工を
主事業とする株式会社オオツボス
ポーツの代表取締役社長でもある。
高校、大学と学生時代にとどまら
ず、社会人でもラグビーで活躍。ポ
ジションはチームの司令塔・スタ
ンドオフで、今も40歳以上のメン
バーで活動するラグビーチーム「仙
台ゆうわくラグビーフットボールク
ラブ」でプレーする、生粋のラガー
マンだ。「けがはいつものことです
よ。９月にもゲーム中に左まぶた
を切って、何針も縫いました」と豪
快に笑う。
大坪氏がオオツボスポーツを設

立したのは1977年。物品販売でス
タートしたが、程なくテニスコー
トなどスポーツ施設を作ってほし
いという相談を受けるようになり、
事業の中心をスポーツ施設の施工
に移した。仙台市内の公立学校を
中心に需要は強く、社業は順調に
発展。頼もしい息子２人が家業に
入り、少しずつ後継者へと移譲を
進めていたころに東日本大震災が

起こった。
発災の翌日、大坪氏は山元町の

実家に赴くと、そこには変わり果
てた故郷の姿があった。「何も無く
なってしまったんだな、と涙も出
ませんでしたね。ただ漠然とです
が、ここに新たな産業が必要だと
いうことも感じました」。それから
１年余りがたった2012年４月、大
坪氏は実家跡地の200㎡の敷地に
芝生（ノシバ）の苗を植えてみたと
ころから、まさに事業は芽生える。
「津波の影響で土地に塩が入って
しまったわけだけど、芝生はその
塩に強くて、砂地でもしっかり育
つ。これはいけるんじゃないか」と、
芝生栽培に興味を持った。そして、
本当にこの地が芝生の生育に適し
ているのか、実験を始める。専門
家をはじめ各方面に相談しながら、
芝生の成長の様子を確認。確信を
得て、2013年４月には賛同者５人
と共に、東日本復興芝生生産事業
を立ち上げた。

2013年秋には、「復興芝生」を
商標登録した。東日本復興芝生生
産事業が生産する芝生が東日本大
震災の被災地で生育したものだと
誰でも分かるように、という思い
から付けた名前で、狙い通りネー
ミングの効果は抜群だった。「東日
本において芝生栽培の聖地は茨城

津波被災地で芝生栽培
山元町の新産業に育てる

「復興芝生」を商標登録
豊田スタジアムで採用

復興芝生
東日本復興芝生生産事業が東日本大
震災の被災地で栽培した芝生に対して
使える登録商標。被災地産であること
を的確に伝えることを目的に、2013年
秋に取得した。

オオツボスポーツ
日産自動車株式会社に入社後、社会人
ラグビーでも活躍した大坪氏が、現役
引退後に地元の宮城県へ戻り、37歳で
設立した会社。スポーツ施設の設計・
施工が主事業。

2030年

復興への歩み

［芝生生産の農地面積（㎡）］

東日本大震災で大きな被害を受けた
山元町で、芝生の栽培面積を広げて
いく。将来的に100万㎡まで拡大す
る予定。

津波をかぶった土地に芝生を植え
事業を拡大しながら緑を再生

※1～12月

200
●4月 実家跡地の200㎡に芝の苗を植える

2012年

6,000

●8月 「復興芝生」を初出荷し、
 記念式典を開催

2014年

35,000

2015年

60,000

2016年

100,000

2017年

150,000

●5月 豊田スタジアムに「復興芝生」を
 本格導入

2018年

165,000

●6月 ラグビーワールドカップに備えて
 豊田スタジアムの芝生を張り替え
●10月 宮城スタジアムで「復興芝生」への
 張り替え作業実施

2019年

200

●4月 大坪氏をはじめ有志６人で
 東日本復興芝生生産事業株式会社
 発足
●10月 「復興芝生」を商標登録

2013年

2011年
●3月 大坪氏が実家のある山元町の
 被災状況から新産業創出を決意

【目指していくゴール】
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県なのですが、山元町で生育した
ものの方が納品先により近いとい
うケースも多くありますし、ビジ
ネス面でのチャンスもあると思っ
ていました。『復興芝生』という名
前に注目していただけたというの
は、われわれにとっても実にあり
がたいことでした」。
「復興芝生」の初出荷は2014年８
月。記念の初出荷式も開いた。そ
のときの気持ちについて、大坪氏
は「自分で大事に飼っている雌牛が
子牛を産んで、その子牛を元気に
育てて無事に送り出したような思
いだった」と独特の表現で、実感を
込めて振り返る。
法人化した際の大坪氏の一つの

夢は、2019年12月に完成した新
国立競技場の芝生を生産したいと
いうものだった。それは実現に至
らなかったものの、復興芝生は宮
城スタジアム（利府町）へ納入され、
2019年10月１日～11日に張り替

え作業が行われた。約7,600㎡の
ピッチが復興芝生に生まれ変わっ
たのだ。「豊田スタジアム（愛知県
豊田市）で使われるのもうれしかっ
たですが、山元町で生産した芝生
が宮城県内の競技会場で使われる
というのは、やっぱりすごいよね」
と笑みがこぼれる。
その豊田スタジアムは、2019年

９月から日本全国12都市を舞台に
行われたラグビーワールドカップ
で、試合会場の一つとなった。「水
はけが良く、激しいスポーツにも
耐えられる」と評価されて芝生を納
入。日本対サモアをはじめ３試合
が行われた。
大坪氏は豊田スタジアムでの初

戦となったウェールズ対ジョージア
戦に招待され、観戦。感涙にむせ
んだ。「自分たちが育てた芝生の上
で世界各国の代表選手がプレーを
するということが現実化した。たく
さんの人々に支えられて一つの夢

がかなった。いろいろな思いがな
い交ぜになって、涙が出たんだと
思います。ラガーマンである私に
とっては非常に感慨深かったです」。

これまでに育てた芝生の種類は、
ノシバ、ティフトン、ケンタッキー
ブルーグラスなど多岐にわたる。
依頼者から種を預かり育てる形を
取っており、東日本復興芝生生産
事業が独自に作る芝生というもの
は無いが、芝生の品質にはすでに
大きな評価を得ている。生産地は
日当たりが良く、砂地のため、根
がよく伸び、強く張りやすい。水
は地下水をくみ上げて使っている
が、程よくミネラル成分が入って
いるという。「津波後に除塩せずに
芝を植えましたが、その塩分も芝
には良かったようですし、今使っ
ている地下水も栄養分が豊富。太
陽光を遮るものがないといった環
境も含め、この土地は芝生栽培に
とても適しています」と解説する。

「『復興芝生』は品質も高いが納入

品質に大きな評価を得て
宮城スタジアムにも導入

納入にも一工夫し
生産面積は拡大の一途

1

豊田スタジアム
2001年６月完成、７月供用開始。席数
は４万5,000席。天然芝部分は115×
78m。ラグビーワールドカップでは台
風19号の影響で１試合が中止となり、
全３試合が行われた。

宮城スタジアム
2000年４月供用開始。約５万人を収
容。天然芝部分は107×71m。2002
年サッカーワールドカップの会場となっ
た。2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピック競技会場の一つ。

宮
城

2
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の仕方にも工夫があります」と話
すのは同社山元作業所長の山口武
氏。大坪氏と同じく山元町の出身
で、元教員で小学校の校長も務め
た人物だ。大坪氏とは同い年で古
くから縁があり、義弟という関係
でもある。大坪氏が芝生の生産を
事業化するに当たり協力を求めら
れた。それ以来、生産地となる山
元町作業所の管理を行い、さらに
大坪氏と現場をつなぐ役割を担っ
ている。「豊田スタジアムに収めた
芝生は0.76×10mといった大きな
サイズで切り取って、丸めて持っ
ていきました。いい芝だと先方か
らも大変喜ばれています」。
小さくカットしないで、ある程
度の固まりで扱うことのメリットに
ついて、大坪氏は「剝がれない」こ
とを挙げる。「一巻きを大きくする
と扱いが大変ですが、まず、きれ
いに設置できます。そして何より、
500㎏もある自重のおかげで、芝
の上で激しいプレーが行われても
剝がれるということがありません。
ピッチコンディションを一定に保
てるので選手も安心して走り回れ
るはずです」。
2012年に200㎡から始めた生
産面積はどんどん増え、2019年

現在は16万5,000㎡となっている。
山口氏は「津波をかぶったこの地を
生かすのに、芝生を育てようという
社長のアイデアがすごかった。当
初からそう思っていましたが、今
の方がよりはっきりと感じます。私
も79歳ですが、もうちょっとがん
ばって、この事業に貢献したい」と
意気込む。

事業の今後の課題について聞く
と、「生産効率を上げること」と大坪
氏。そのためにドローンやAIなど
先端技術を使ってオートメーショ
ン化を進め、質と量の両方を上げ

たい考えだ。山元町と協議し、借
り受ける土地の面積は今後もさら
に増えていく予定。
目標は「復興芝生」をもっと大量

に生産し、山元町の名産にまで押
し上げること。「私は人生で必要な
ことの多くをラグビーから学びま
した。最も大きいのは諦めない心。
芝生を生産してみて思ったのは、自
分は芝生に似ているということで
す。芝は踏まれても育っていくわ
けですが、私も踏まれて強くなっ
てきた」と笑ってみせ、「地域復興
のためにもまだまだがんばってい
きますよ」と力を込める。年を重ね
ますます意気軒高の大坪氏。その
挑戦はこれからも続いていく。

芝生を山元町の名産に
課題は生産効率の向上

123復興芝生は広大な敷地で育成され、
巻き取って収穫される
4ラグビーで培った熱い闘志を内に秘める
代表取締役・大坪氏の眼光は鋭い
5復興芝生が登録商標として認められた登
録証
6沿岸に近い見晴らしのいい場所に作業所
がある
7大坪氏と共に復興芝生を手掛ける山口氏

7

02
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3 5 6

しっかりしたマーケティングと
分かりやすいコンセプトの勝利
「転んでもただでは起きぬ」をスト
レートに実行したビジネス。「復興芝
生」のネーミングが分かりやすいこと、
さらに高まる需要を見据えた展開が
確実性を高める上でも寄与したと考
えられます。

成功のポイント
品質を維持して
付加価値高い産業モデルに
これまでの納入実績をテコにこれ
からも確実に販路を拡大し、付加価
値の高い産業とすることで、若い人
が憧れる仕事となり、安定的に生産
を続けられるような循環が生まれる
ことを期待しています。

期待するポイント

監修委員によるコメントと評価 田村太郎氏
監修委員
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福
島

業種  農業、食料品製造業
代表者  早川昌和氏［代表取締役］
所在地  福島県双葉郡川内村大字下川内字松川原11
TEL.  0240-25-8684
FAX.  0240-25-8674
WEB  https://www.kimidori-corp.com

2013年、川内村が食品卸業の株式会社まつのと
共同出資パートナーを組み設立した、閉鎖型植物
工場の運営会社。サラダなどで使われるフリルレタ
スやグリーンカールなど、洗わずに
食べられる安心・安全なリーフレタス
を中心に栽培。加工製品のバジルペ
ーストも自社で手掛ける。

株式会社KiMiDoRi

復興五輪

野菜工場を復興のシンボルに
安全・安心な野菜を川内村から

03

赤色LEDを用いた栽培室で生育状況を見る
技術開発部長の兼子まや氏

年商１億円超に成長

Summary

徹底したコスト節減で
経営危機を回避

川内村の復興シンボルとしての
役割を担う

26



［SDGs］2030年に向けて

大滝根山を最高峰とする阿武隈
高地の山々が連なる川内村は、農
業を主産業とする山村だ。東日本
大震災では、沿岸から15㎞以上
離れているため津波は免れたもの
の、福島第一原子力発電所で水素
爆発が発生するとすぐに屋内退避
地区に指定され、３月16日に全村
避難が決定。そして１年弱がたっ
た2012年１月31日、村は緊急時
避難準備区域の解除を踏まえ、福
島第一原子力発電所から半径20
㎞圏外地域の帰村を宣言した。
しかし福島第一原子力発電所
の事故による避難を経験した村で
は、風評などの影響で屋外の農
業が産業として成り立たたなくな
る懸念があった。そこで村は、復
興のシンボルになる新産業として
「閉鎖型植物工場による農業」を始
めることを決める。工場の運営主
体として設立されたのが株式会社
KiMiDoRiだ。
　公益財団法人ヤマト福祉財団の
助成金や、農林水産省および福島
県の東日本大震災復興交付金を活
用して建てられた工場では、放射
性物質への不安を一掃すべく、ク
リーンルームに準じた環境で野菜
の栽培から梱包まで行える設備が
整えられた。クリーンルームとは、
空気中のごみや微生物などの混入

を防ぐように設計され、一定レベ
ルの空気清浄度が確保された部屋
のこと。放射性物質を含み得る粉
じんや水、土壌を遮断した生産環
境が作られたのだ。さらに、工場
の稼働開始から１年間は工場内で
野菜の放射能測定も行い、安全性
を徹底した（現在は外部機関に定
期的な測定を委託）。
栽培する野菜を選ぶに当たって

は30種類以上のレタス類を試験
栽培し、最終的にコストパフォー
マンスなどを考慮して主にリーフ
レタスと、バジルなどのハーブを
作ることに決まる。販路確保は、
KiMiDoRi設立に際して川内村と
共同出資パートナーとなった、食
品卸売業の株式会社まつのが担う
ことに。村と同社は、工場立ち上
げに携わったコンサルタントを介
してつながったという。こうして
生産と販売の準備が整った。

村の復興を託される形で設立さ
れたKiMiDoRi。代表取締役を任
されたのが早川昌和氏だ。バルブ
メーカーで植物工場用の部材販売
などを行いながら、栽培の勉強も
独自で行っていた。
「バルブメーカーに勤務していた
とき、千葉大学で植物工場などに
ついて勉強していました。その中
で、工場建設に関わったコンサル

新しい農業の形を
村の復興のシンボルに

充実した設備が整うも
設立当初から問題が発覚

公益財団法人ヤマト福祉財団
ヤマト運輸株式会社の社長・会長を務
めた故小倉昌男氏が個人資産の大半を
寄付する形で創設した公益財団法人。
心身に障害のある人々の自立や社会参
加の支援を中心に幅広い活動を行う。

株式会社まつの
外食業に向けて青果物や生鮮品、加工
品などを供給する卸売業者。東京、大
阪の自社流通センターを中心に全国の
主要都市へ配達を行うルートを確立。
生産者とのつながりも強い。

2030年

復興への歩み

［売上高の推移（万円）］

今後、植物工場で栽培された野菜の
ニーズは増えると予想される。先駆者
として培ったノウハウを生かし、工場
野菜の普及を目指す。

消費者のニーズが高まる
植物工場の野菜の普及

※4～翌3月

●1月 原発から半径20㎞圏外地域の
 帰村宣言
●4月 復興事業の一環として川内高原
 農産物栽培工場の建設スタート

2012年

9,643

●10月 川内村の
 避難指示解除準備区域を一部解除

2014年

12,542

●蛍光灯栽培室２室のうち
　１室半の照明をLEDに変更

2018年

●全面営業再開を果たしたJヴィレッジも
　取引先に

2019年

2011年
●3月 福島第一原子力発電所の事故で
 川内村が全村避難に

【目指していくゴール】
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9,000 15,0000 6,0003,000 12,000

●4月 川内高原農産物栽培工場が稼働開始
●5月 工場の運営会社として
 株式会社KiMiDoRi創設

2013年

4,633

●工場の本格稼働から３期目で
　経営が軌道に乗る

2015年

10,560

●6月 残りの避難指示解除準備区域が解除
 川内村全域が区域外となる

2016年

11,159

2017年

12,304
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タントと知り合った関係で、代表
を打診されたのです」。
新規事業立ち上げには数多く関

わってきたが、会社経営の経験は
ゼロ。最初は分からないことだら
けだったと笑う。それでも引き受
けたからにはと、会社登記をはじ
め、設立に関する書類の作成や提
出は専門家に頼らず、すべて自分
一人で行ったという。
工場では、全４室の栽培室の２
室に蛍光灯、もう２室にLED照明
が設置され、当初は24時間365日、
工場を稼働させる方針だった。し
かしいざ栽培を始めると、電気代
にコストがかかり過ぎるという問
題に直面する。野菜を作れば作る
ほど赤字になる現状が浮き彫りに
なった。
「月600万円の電気代に人件費を
加えると、毎月1,000万円の支出
がある。安定した売り上げもまだ
確保できていなかったので、この

ままでは１年も会社が持たないと
思った時期もありましたね」。

設立間もなくして大問題に直面
した早川氏は、大胆なコスト削減
に乗り出す。まず、稼働させる栽
培室を１室半だけにした。かつ、栽
培の精度にやや不安があった育苗
室の使用は中止を決める。
売り上げを伸ばすために販売戦

略も変えた。KiMiDoRiの野菜は
露地栽培よりも手間が掛かりコス
トも高くなるため、価格競争には
向かない。その一方で、無農薬の
ため洗わずに食べられて、日持ち
も良く、えぐ味も少ないという長
所がある。ある客は「うちの孫も
KiMiDoRiのレタスだけは食べられ
る」と教えてくれた。
そこで早川氏は、野菜の品質

と値段を理解してくれる相手だけ

に販売する姿勢へのシフトを決断。
生産数も売れる数だけに抑え、余
分な野菜を作らない体制を整えた。
戦略は実を結び、３期目の2015年
には経営が軌道に乗り始める。福
島県の震災等緊急雇用対応事業や、
電源立地地域対策交付金も助けに
なった。
「大手スーパーに、価格を上げて
もらえないなら供給はできないと
はっきり言ったこともあります。成
果が出たときは少し肩の荷が下り
ました」。
そんな早川氏を助けたのが技術
開発部長の兼子まや氏だ。川内村
とは無縁だったが、会社設立の際
に、卒業を控えていた千葉大学大
学院の教授の推薦で入社を決めた。
「大学で学んだことをそのまま仕
事にできることもあり、KiMiDoRi
で働こうと決めました」（兼子氏）。
 栽培室に遠隔監視システムを取り
入れているものの、兼子氏自身も

徹底したコスト削減と
価格見直しでＶ字回復

1

JGAP
一般財団法人日本GAP協会が発行す
る認証。Japan Good Agricultural 
Practice（日本の適正農業実践）の略。

Ｊヴィレッジ
1997年に完成した日本初のサッカーナ
ショナルトレーニングセンター。福島第
一原子力発電所の事故の対応拠点と
なっていた。東京2020オリンピック聖
火リレーの出発地に決定している。

LED照明
発光ダイオードを利用した照明器具。
蛍光灯に比べ消費電力やコストが低く、
寿命も長い。植物工場用LED照明器
具は高反射率リフレクターを用いるなど、
栽培に適した機能を装備する。

福
島

2

4

3
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技術責任者として栽培室を見回り、
自らの目で生育状況を日々チェッ
クする。早川氏は「固定観念が無
い分、いろんな発想が出てくるの
で本当に助けられています」と高く
評価する。

業績は順調に伸び、2018年度
は年商が１億4,000万円にまで向
上。約20人の従業員の半数が地元
出身者と、地域の雇用創出にも貢
献している。LEDでの栽培に一定
の成果が生まれたこともあり、現
在では４つの栽培室のうち３室半
にLEDを備えている。
まつのなど卸売会社の協力で供
給先も増えた。レストランや居酒
屋を全国展開する外食企業、ベー
カリーカフェの運営会社、さらに
は2019年４月に全面営業再開を
果たした楢葉町のＪヴィレッジな
ど多岐にわたる。
「いまだに福島の野菜を敬遠する
人も少なからずいます。完全閉鎖
工場で作っていると伝えても、福島
産であることは同じだと毛嫌いさ
れるんです。その人たちの説得にこ
だわっても仕方がない。KiMiDoRi

の野菜を正当に評価してくださる
人を地道に増やすことが、今の一
番の目標です」（早川氏）。
2020年の東京オリンピック・パ

ラリンピックをきっかけに福島県
にも国内外から多くの人が訪れる
と予想される。早川氏も「2018年
３月には、食の安全や環境保全に
取り組む農場に与えられる J

ジェイ

G
ギャップ

AP
という認証も取得しました。Jヴィ
レッジにも多くの方々に足を運ん
でいただき、うちのレタスを食べ
ていただいて、福島県の野菜が安
全・安心であると分かってもらえ
たらうれしいですね」と期待する。
もちろん、課題はまだまだある。
工場野菜に対する需要が増えてい

るものの、増産対応が十分にでき
ていないのだ。
「稼働率向上のために、需要の
多い時季にフル稼働できるシステ
ムの構築に取り組んでいます。商
品開発にも積極的に取り組みつつ、
10年後は年商５億円程度に伸ばし
たいと思っています」（早川氏）。
兼子氏も「価格・便利さ・おいし

さのバランスを考えながら、長く
愛される使い勝手の良い商品を開
発したいですね」と話してくれた。
少子高齢化や人口減少など多く

の課題に直面する川内村。しかし
KiMiDoRiが復興のシンボルとして
業績を伸ばし、明るい光が差して
いることは間違いない。

地元雇用にも貢献
高まる需要に応えていきたい

1生育状況を確認する兼子氏。監視システムだけに頼らず自分の目での観察を大切にする
2工場で栽培されたレタス
3工場で栽培したバジルから作ったバジルペースト。評判が良く、レストランで使用する例も多い
4「国内外の人にKiMiDoRiのレタスを食べてほしい」と話す代表取締役の早川氏と兼子氏
56リーフレタスはＪヴィレッジなどの県内各所にも出荷される
7Ｊヴィレッジでは説明文や写真とともにKiMiDoRiのレタスが提供されている
8早川氏と従業員の皆さん
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工業“畑”からの転身で
果菜を実らせる
生産量や設備の稼働調整など、工

場だからこそのコストコントロールが
事業を軌道に乗せました。つまり、バ
ルブメーカーという工業畑出身の経
営者ゆえ合理的な野菜生産が可能
になったわけです。

成功のポイント
非自然な栽培が本来の
おいしさを呼ぶ、逆説
農業に対する気候風土は決して優

しくない日本。他産業以上に高齢化
という危機にも瀕する中、理系の効
率的な成功事例を見せてくれました。
この挑戦に習おう、と発奮する人を
待ちたい思いです。

期待するポイント

監修委員によるコメントと評価 弓削 徹氏
監修委員
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